
Title 子奪取条約（いわゆるハーグ条約）上の｢監護の権
利」と裁判所の監護の権利

Author(s) 長田, 真里

Citation 阪大法学. 2018, 68(3), p. 283-300

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/87168

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



判
例
研
究子

奪
取
条
約
（
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
グ
条
約
）
上
の

｢監
護
の
権
利
」
と
裁
判
所
の
監
護
の
権
利

長

田

真

里

【
事
案
の
概
要
】

申
立
人
Ｘ
は
、
平
成
一
七
年
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
生
活
し
て
い
る
。
相
手
方
Ｙ
は
Ｂ
国
で
出
生
後
ま
も
な
く
日
本
に
移
住
し
、
そ
の
ま
ま
在
住
し

て
い
た
（
日
本
の
永
住
資
格
あ
り
）
が
、
職
業
上
の
都
合
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
住
し
、
平
成
○
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
Ｘ
と
婚
姻
し
、
平
成
○
年
子
Ｚ

を
も
う
け
た
（
Ｘ
、
Ｙ
と
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
永
住
資
格
あ
り
）。

Ｘ
と
Ｙ
は
、
Ｚ
の
出
生
後
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
生
活
し
て
い
た
が
、
平
成
二
五
年
、
Ｘ
の
職
業
上
の
理
由
で
、
家
族
で
日
本
に
転
居
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
Ｙ
と
Ｚ
は
、
同
年
五
月
○
日
に
日
本
に
入
国
し
、
同
年
七
月
○
日
に
Ｙ
の
実
家
の
あ
る
Ｃ
市
で
中
長
期
在
留
者
又
は
定
住
者
と
し
て
外
国
人
住
民

登
録
を
し
た
後
、
一
旦
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
戻
り
、
同
年
八
月
○
日
、
Ｘ
と
共
に
日
本
に
入
国
し
、
三
人
で
生
活
を
始
め
た
。

Ｘ
は
こ
の
頃
当
時
の
勤
務
先
を
退
職
す
る
こ
と
と
し
、
Ｘ
と
Ｙ
は
そ
の
頃
か
ら
不
仲
と
な
っ
て
い
た
。
Ｘ
は
、
平
成
二
六
年
一
月
○
日
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
○
下
級
裁
判
所
（
以
下
、
同
国
の
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
も
含
め
て
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
」
と
い
う
。）
に
Ｙ
と
の
離
婚
を

求
め
る
裁
判
を
申
し
立
て
、
Ｙ
は
同
月
○
日
、
Ｚ
と
共
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
入
国
し
た
。

Ｘ
と
Ｙ
は
、
平
成
二
六
年
三
月
ご
ろ
、
離
婚
手
続
き
に
お
い
て
合
意
が
成
立
し
、
Ｙ
は
Ｚ
を
連
れ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
国
し
、
同
年
四
月
、
日
本

に
入
国
し
Ｙ
の
実
家
に
居
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
は
、
平
成
二
六
年
五
月
○
日
、
当
事
者
間
の
上
記
合
意
に
基
づ
き
、
離
婚
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
次
の
内
容
の
判
決
（
…
…
以

下
「
本
件
判
決
」
と
い
う
。）
を
宣
告
し
た
。

「（
ア
）
共
同
監
護
権
（
joint
custody）

ａ

Ｘ
と
Ｙ
は
、
子
の
共
同
監
護
権
を
有
す
る
。

ｂ

Ｙ
は
、
子
の
学
校
、
健
康
、
発
育
、
宗
教
及
び
市
民
権
を
含
む
全
て
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
Ｘ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｃ

Ｘ
と
Ｙ
は
、
公
証
人
が
立
ち
会
っ
て
署
名
が
さ
れ
た
Ｘ
の
同
意
書
面
が
提
出
さ
れ
な
い
限
り
、
子
の
Ｄ
国
市
民
権
及
び
氏
名
に
か
か
る
申
請
又

は
変
更
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

ｄ

Ｙ
は
、
子
の
学
校
の
進
捗
状
況
（
成
績
表
、
学
事
日
程
、
遠
足
、
試
験
及
び
試
験
結
果
、
学
校
で
の
面
談
等
）
並
び
に
健
康
及
び
発
育
状
況
を

含
む
全
て
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
、
少
な
く
と
も
毎
月
一
回
、
電
子
メ
ー
ル
又
は
電
話
に
よ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
写
真
及
び
ビ
デ
オ

と
共
に
、
Ｘ
に
情
報
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｘ
は
子
に
関
す
る
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
Ｙ
と
協
議
す
る
権
利
を
有
す
る
。

ｅ

Ｙ
は
、
子
の
世
話
及
び
監
督
の
権
利
（
care
and
control）
を
有
し
、
自
己
の
費
用
に
よ
り
、
子
を
自
由
に
日
本
に
転
居
さ
せ
る

（
relocate）
こ
と
が
で
き
る
。
Ｘ
は
、
本
決
定
が
登
録
さ
れ
た
後
に
お
い
て
、
速
や
か
に
子
の
Ｄ
国
パ
ス
ポ
ー
ト
及
び
日
本
の
在
留
カ
ー
ド
を
返
却

す
る
。（
以
下
、
Ｙ
が
子
を
自
由
に
日
本
に
転
居
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
定
め
を
「
本
件
転
居
条
項
」
と
い
う
。）

（
イ
）
接
触
の
権
利
（
access）

ａ

Ｘ
は
、
子
が
日
本
に
転
居
す
る
ま
で
の
間
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
次
の
と
お
り
、
立
ち
会
い
の
な
い
暫
定
的
な
接
触
の
権
利
を
有
す
る
。

ⅰ

Ｘ
は
、
子
に
対
し
て
、
毎
月
曜
日
、
水
曜
日
お
よ
び
金
曜
日
の
各
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
午
後
六
時
三
〇
分
ま
で
、
立
ち
会
い
な
し
の
接
触

の
権
利
を
有
す
る
。

(ⅱ
以
下

省
略
）

ｂ

Ｘ
は
、
子
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
転
居
し
た
後
は
、
次
の
通
り
、
子
に
対
す
る
接
触
の
権
利
を
有
す
る
。

ⅰ

日
本
ま
た
は
子
が
将
来
転
居
す
る
可
能
性
の
あ
る
一
切
の
法
域
に
お
い
て
、
Ｘ
の
接
触
の
権
利
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
、
Ｙ
は
Ｘ
に
対
し
、
子

判例研究
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が
○
国
に
い
る
場
合
の
扶
養
料
合
計
額
一
〇
〇
〇
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
か
ら
Ｘ
が
要
し
た
旅
費
お
よ
び
宿
泊
費
等
の
費
用
を
賠
償
す
る
。
ま
た
、
Ｘ

は
、
当
該
費
用
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
作
成
す
る
た
め
に
要
し
た
費
用
を
上
記
扶
養
料
合
計
額
か
ら
自
由
に
控
除
で
き
る
。

ⅱ

Ｘ
が
日
本
ま
た
は
子
が
将
来
転
居
す
る
可
能
性
の
あ
る
一
切
の
法
域
に
い
る
場
合
、
子
の
学
校
日
程
に
よ
る
制
約
の
下
、
平
日
に
つ
い
て
は
、

午
後
一
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
立
ち
会
い
の
な
い
接
触
の
権
利
を
有
す
る
。

ⅲ

Ｘ
が
日
本
ま
た
は
子
が
将
来
転
居
す
る
可
能
性
の
あ
る
一
切
の
法
域
に
い
る
場
合
、
こ
の
学
校
日
程
に
よ
る
制
約
の
下
、
週
末
に
つ
い
て
は
、

金
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
土
曜
日
の
午
後
六
時
ま
で
、
お
よ
び
／
ま
た
は
、
土
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
日
曜
日
の
午
後
六
時
ま
で
、
立
ち
会
い
の
な

い
宿
泊
を
伴
う
接
触
の
権
利
を
有
す
る
。

(ⅳ
以
下
、
省
略
）

ｃ

(省
略
）

ｄ

(省
略
）

ｅ

今
後
、
Ｙ
が
日
本
以
外
の
法
域
に
転
居
し
た
場
合
、
Ｙ
は
、
自
己
の
費
用
に
よ
り
、
当
該
法
域
の
裁
判
所
に
お
い
て
、
本
件
判
決
と
同
じ
条
項

の
決
定
を
得
た
上
、
Ｘ
に
付
与
す
る
。

(以
下
略
）」（
な
お
、
本
件
判
決
に
つ
い
て
は
、
Ｘ
も
Ｙ
も
判
決
の
確
定
を
遮
断
す
る
手
続
き
を
取
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
六
年
九
月
に

確
定
し
た
。）

Ｙ
は
、
平
成
二
六
年
五
月
○
日
、
Ａ
国
に
本
社
の
あ
る
甲
社
か
ら
、
同
年
八
月
○
日
か
ら
最
初
の
勤
務
先
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
し
、
平
成
二
七
年
七

月
○
日
ま
で
に
Ｅ
国
に
転
勤
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
雇
用
条
件
を
提
示
さ
れ
、
平
成
二
六
年
七
月
○
日
、
Ｚ
と
と
も
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
入
国
し
、

賃
貸
借
期
間
を
二
年
間
と
し
て
住
宅
を
賃
借
し
た
。
Ｙ
は
、
遅
く
と
も
同
年
九
月
か
ら
甲
社
の
正
社
員
と
し
て
勤
務
を
始
め
た
（
そ
の
後
Ｅ
国
へ
の
転

勤
を
拒
絶
し
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
し
て
勤
務
）。
Ｚ
は
平
成
二
六
年
八
月
○
日
の
新
学
期
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
リ
ス

ク
ー
ル
に
通
学
し
始
め
、
そ
の
後
別
の
ス
ク
ー
ル
に
転
校
し
て
平
成
二
七
年
一
月
ま
で
通
学
し
た
。

Ｘ
は
、
遅
く
と
も
同
年
八
月
○
日
ま
で
に
は
Ｙ
か
ら
の
メ
ー
ル
に
よ
り
Ｙ
と
Ｚ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
入
国
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、

子奪取条約（いわゆるハーグ条約）上の「監護の権利」と裁判所の監護の権利
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翌
日
に
は
Ｚ
の
始
業
式
に
出
席
し
た
。
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
、
Ｚ
と
の
交
流
を
再
三
求
め
て
、
そ
の
条
件
等
の
提
案
を
し
た
が
、
Ｙ
が
そ
れ
を
拒
み
、
Ｘ

の
望
む
よ
う
な
Ｚ
と
の
交
流
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

Ｘ
は
、
平
成
二
六
年
一
一
月
○
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
に
お
い
て
、
Ｙ
に
対
し
、
本
件
判
決
に
つ
き
、
本
件
転
居
条
項
の
削
除
お
よ
び
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
の
Ｘ
と
子
と
の
交
流
の
内
容
の
変
更
を
求
め
る
申
し
立
て
（
以
下
「
本
件
変
更
申
立
て
」
と
い
い
、
こ
の
手
続
き
を
「
本
件
変
更
申
立
手

続
」
と
い
う
。）
を
し
た
。

Ｙ
は
、
平
成
二
七
年
一
月
○
日
、
パ
ー
ト
社
員
と
し
て
の
職
務
を
終
え
、
同
月
○
日
子
と
共
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
国
し
、
同
月
○
日
、
日
本
に
入

国
し
、
そ
れ
以
降
Ｙ
の
実
家
に
居
住
し
て
い
る
。

Ｙ
は
、
同
月
○
日
、
Ｘ
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
に
対
し
、
Ｙ
と
子
が
日
本
に
帰
国
し
た
こ
と
を
電
子
メ
ー
ル
で
報
告
し
、
本
件
変
更
申
立
手

続
に
つ
い
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
弁
護
士
を
代
理
人
に
選
任
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
は
、
当
事
者
双
方
の
代
理
人
弁
護
士
が
出
頭
し
た
聴
聞
期

日
に
お
い
て
、
Ｘ
と
子
と
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
交
流
に
つ
い
て
具
体
的
な
方
法
等
を
定
め
る
と
共
に
、
日
本
で
の
交
流
に
つ
い
て
は
本
件
判
決
の
通

り
と
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
本
件
転
居
条
項
の
削
除
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
Ｙ
は
本
件
判
決
に
よ
り
子
と
共
に
日
本
に
戻
る
権
利
が
あ
り
、
日
本
以

外
の
国
に
も
自
由
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
滞
在
は
雇
用
先
の
短
期
間
の
仕
事
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
数
ヶ
月
し
か
続
か
な
い

も
の
で
あ
っ
て
、
す
で
に
退
職
し
て
日
本
に
い
る
な
ど
と
記
載
し
た
宣
誓
供
述
書
を
提
出
し
た
。
Ｘ
は
、
そ
の
後
同
年
三
月
○
日
を
提
出
期
限
と
さ
れ

て
い
た
宣
誓
供
述
書
を
提
出
し
な
い
ま
ま
、
本
件
転
居
条
項
の
削
除
の
申
立
て
を
取
り
下
げ
た
。

な
お
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
は
本
件
変
更
申
立
手
続
に
関
連
し
て
、
子
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
出
国
を
禁
止
す
る
旨
の
命
令
を
発
し
た
こ
と
は

な
い
。

Ｘ
は
、
平
成
二
八
年
一
月
大
阪
家
庭
裁
判
所
に
対
し
、
本
件
申
立
て
を
し
た
。（
な
お
、
日
本
は
子
奪
取
条
約
の
締
結
に
あ
た
り
、
条
約
を
実
施
す

る
た
め
の
国
内
法
（
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
、
以
下
評
釈
で
は
「
実
施
法
」
と
す
る
。）
を
制

定
し
た
。
以
下
の
判
旨
で
「
法
」
と
の
み
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
実
施
法
の
こ
と
で
あ
る
。）

判例研究
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【
判
旨
】

第
一
審
：
本
件
申
立
て
を
却
下
す
る
。（
大
阪
家
決
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
（
平
成
二
八
年
（
家
ヌ
）
第
一
号
）
判
例
集
未
登
載
）

一

争
点
一
（
子
の
常
居
所
地
国
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
）

「常
居
所
と
は
、
人
が
常
時
居
住
す
る
場
所
で
、
単
な
る
居
所
と
は
異
な
り
、
相
当
長
期
間
に
わ
た
っ
て
居
住
す
る
場
所
を
い
う
も
の
と
解
さ
れ
、

そ
の
認
定
は
、
居
住
年
数
、
居
住
目
的
、
居
住
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
す
べ
き
で
あ
る
。」「
Ｙ
は
、
…
…
Ｘ
と
の
合
意
に
基
づ
い
て
、
子
の
世

話
及
び
監
護
の
権
利
並
び
に
子
を
自
由
に
日
本
に
転
居
さ
せ
る
権
利
を
得
た
上
、
Ｙ
の
実
家
が
あ
る
日
本
に
居
住
す
べ
く
平
成
二
六
年
四
月
○
日
に
子

と
共
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
国
し
、
日
本
で
の
生
活
を
始
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
、
子
の
常
居
所
地
国
は
日
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。」「
し
か
し
、
そ
の
後
、
Ｙ
は
、
雇
用
先
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
同
年
八
月
○
日
に
勤
務
を
開
始
し
、
平
成
二
七
年
七
月
○
日
ま
で
に
Ｅ
国

の
地
域
オ
フ
ィ
ス
に
転
勤
す
る
旨
の
雇
用
条
件
の
提
示
を
受
け
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
…
…
平
成
二
六
年
七
月
○
日
に
子
と
共
に
再
度
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
入
国
し
、
同
月
○
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
賃
貸
借
期
間
二
年
の
約
定
で
自
宅
を
賃
借
し
た
上
、
同
年
八
月
に
は
子
を
学
校
に
入
学
さ
せ
て
い
る
。
そ

し
て
、
Ｙ
は
、
同
年
九
月
○
日
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
勤
務
を
開
始
し
、
本
件
連
れ
去
り
時
ま
で
の
約
七
ヶ
月
間
子
と
共
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
生
活

し
て
い
る
。
加
え
て
、
Ｙ
と
子
が
日
本
を
出
国
し
た
時
点
に
お
い
て
、
Ｙ
は
、
雇
用
先
か
ら
一
年
後
に
Ｅ
国
に
転
勤
す
る
こ
と
と
な
る
旨
を
内
示
さ
れ

て
お
り
、
雇
用
先
と
の
雇
用
関
係
を
維
持
し
つ
つ
日
本
に
帰
国
す
る
具
体
的
な
目
途
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
Ｙ
と
子
が
同
年
七
月
○
日
に
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
入
国
し
た
時
点
に
お
い
て
、
Ｙ
が
近
々
日
本
に
帰
国
す
る
予
定
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。」「
以
上
の
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
子
は
同
年

七
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
入
国
し
、
住
居
を
定
め
て
通
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
常
居
所
に
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

本
件
連
れ
去
り
時
に
お
け
る
子
の
常
居
所
地
国
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」

二

争
点
二
（
Ｘ
が
法
二
七
条
三
号
に
定
め
る
「
監
護
の
権
利
」
を
有
す
る
か
）

「Ｘ
は
、
本
件
判
決
に
よ
り
、
Ｘ
に
子
の
共
同
監
護
権
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｘ
は
法
二
七
条
三
号
に
定
め
る
「
監
護
の
権
利
」
を
有
す
る
旨
主
張

す
る
。」「
し
か
し
、
法
は
、
不
法
な
連
れ
去
り
ま
た
は
不
法
な
留
置
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
子
を
そ
の
常
居
所
地
国
に
返
還
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
（
法
一
条
参
照
）、
法
二
八
条
三
号
に
定
め
る
「
監
護
の
権
利
」
も
居
所
指
定
権
を
有
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
す
る
必
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要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
の
親
が
法
的
な
監
護
（
世
話
及
び
監
督
）
権
を
有
し
て
い
な
く
て
も
子
の
居
所
指
定
権
を
持
つ
場
合
や
子
の
国
外
転
居

に
対
す
る
同
意
権
ま
た
は
拒
否
権
を
持
つ
場
合
に
は
、
法
二
七
条
三
号
に
定
め
る
「
監
護
の
権
利
」
を
有
す
る
と
い
え
る
し
、
逆
に
、
裁
判
所
の
転
居

許
可
命
令
に
よ
っ
て
一
方
の
親
が
子
を
連
れ
て
国
外
に
転
居
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
他
方
の
親
は
、
法
的
な
監
護
権
を
有
し
て
い

て
も
、
法
二
七
条
三
号
に
定
め
る
「
監
護
の
権
利
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
方
の
親
が
自
由
に
子
を
国
外
に
転
居
さ

せ
る
権
利
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
権
利
の
行
使
と
し
て
行
わ
れ
た
国
外
へ
の
転
居
が
、
他
方
の
親
の
監
護
権
侵
害
と
し
て
子
の
返
還

命
令
の
対
象
と
な
る
と
す
れ
ば
、
子
を
国
外
に
転
居
さ
せ
る
権
利
を
一
方
の
親
に
付
与
し
た
こ
と
が
無
意
味
な
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。」「
本
件
に

お
い
て
は
、
Ｙ
は
、
…
…
本
件
転
居
条
項
に
よ
り
子
を
自
由
に
日
本
に
転
居
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
を
有
し
て
お
り
、
Ｙ
は
子
を
日
本
に
転
居
さ

せ
る
に
あ
た
っ
て
Ｘ
の
同
意
を
得
る
必
要
は
な
く
、
Ｘ
に
は
Ｙ
が
子
を
日
本
に
転
居
さ
せ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
権
利
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
本
件
連

れ
去
り
当
時
、
本
件
転
居
条
項
は
有
効
に
存
続
し
て
お
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
が
本
件
変
更
申
立
手
続
に
お
い
て
子
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
出

国
を
禁
止
し
た
り
、
出
国
に
つ
き
Ｘ
の
同
意
を
必
要
と
す
る
旨
の
命
令
を
発
し
た
事
実
も
な
い
。」「
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
が
本
件
判
決
に
よ
り
認
め
ら
れ

た
「
共
同
監
護
権
」
は
、
子
の
日
本
へ
の
転
居
の
問
題
に
つ
い
て
介
入
す
る
権
限
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
法
二
七
条
三
号
に
定
め
る
「
監

護
の
権
利
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

「次
に
、
Ｘ
は
、
本
件
連
れ
去
り
時
に
お
い
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
に
本
件
変
更
申
立
手
続
が
係
属
し
て
い
た
か
ら
、
Ｘ
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
裁
判
所
を
通
じ
て
本
件
転
居
条
項
を
変
更
す
る
命
令
を
得
る
こ
と
に
よ
り
子
の
居
所
を
決
定
す
る
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
手

続
中
の
権
利
も
法
二
七
条
三
号
に
定
め
る
「
監
護
の
権
利
」
に
該
当
す
る
と
主
張
す
る
。」「
本
件
連
れ
去
り
当
時
、
本
件
変
更
申
立
手
続
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
た
が
、
未
だ
本
件
判
決
が
変
更
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
単
に
変
更
を
求
め
る
法
的
手
続
き
を
と
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
の
み
に
よ
っ
て
、
本
件
判
決
に
基
づ
く
権
利
で
あ
る
Ｙ
の
日
本
へ
の
転
居
権
が
制
限
さ
れ
、
反
射
的
に
Ｘ
の
共
同
監
護
権
が
居
所
指
定
権
部
分
に
つ

い
て
回
復
す
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

「し
た
が
っ
て
、
本
件
連
れ
去
り
当
時
に
Ｘ
の
有
し
て
い
た
共
同
監
護
権
は
、
法
二
七
条
三
号
に
定
め
る
「
監
護
の
権
利
」
に
は
当
た
ら
ず
、
Ｘ
に

お
い
て
そ
れ
を
根
拠
と
す
る
返
還
請
求
は
理
由
が
な
い
。」

判例研究
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三

争
点
三
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
が
子
に
対
し
て
「
監
護
の
権
利
」
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
か
）

「法
二
七
条
三
号
は
「
申
立
人
の
有
す
る
子
に
つ
い
て
の
監
護
の
権
利
」
と
規
定
す
る
が
、
条
約
締
約
国
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
「
監

護
の
権
利
」
の
主
体
と
な
り
う
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
号
の
解
釈
と
し
て
も
、
裁
判
所
が
「
監
護
の
権
利
」
の
主
体
と
な
る

こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。」「
法
二
七
条
三
号
の
「
監
護
の
権
利
」
は
、
常
居
所
地
国
の
法
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
か
の

問
題
で
あ
る
の
で
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
に
、
本
件
の
常
居
所
地
国
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
法
制
に
属
し
て
お
り
、
一
九
九
三
年

の
「
英
国
法
の
適
用
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
、
従
前
と
同
じ
く
英
国
コ
モ
ン
ロ
ー
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
の
一
部
を
構
成
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
条
約
締
約
国
の
裁
判
例
の
う
ち
、
コ
モ
ン
ロ
ー
法
制
下
に
あ
る
国
の
裁
判
例
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
に
監
護
権
に
関
す
る
事
件
が
係
属
し
て
い
る

間
に
一
方
の
親
が
子
を
国
外
に
連
れ
去
っ
た
場
合
に
は
、
条
約
三
条
ａ
（
法
二
七
条
三
号
に
相
当
）
の
裁
判
所
の
「
監
護
の
権
利
」
の
侵
害
に
あ
た
る

と
し
て
子
の
返
還
を
認
め
る
事
例
が
あ
る
」。「
そ
う
す
る
と
、
本
件
に
お
い
て
は
、
本
件
変
更
申
立
手
続
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
係
属
中
に
Ｙ
が

子
を
連
れ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
国
し
て
い
る
の
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
の
「
監
護
の
権
利
」
を
侵
害
し
て
い
る
と
認
め
る
余
地
が
あ
る
（
な
お
、

裁
判
所
の
「
監
護
の
権
利
」
と
い
う
の
は
Ｘ
に
「
監
護
の
権
利
」
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
裁
判
所
が
「
監
護
の
権
利
」
に
つ
き
審
理
し

て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
裁
判
所
に
「
監
護
の
権
利
」
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。）。
そ
こ
で
、
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。」

「
相
手
方
の
本
件
転
居
条
項
に
基
づ
い
て
Ｘ
の
同
意
な
く
子
を
日
本
に
入
国
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
は
、
本
件
判
決
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
確
定
し

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
の
変
更
を
求
め
る
申
立
て
が
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
場
合
、
単
に
申
立
て
が
提
起
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
の
み
か
ら
裁

判
所
の
「
監
護
の
権
利
」
が
肯
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
裁
判
所
が
監
護
権
を
審
理
し
、
実
質
的
に
子
の
監
護
養
育
の
主
体
や
監
護
養
育

の
場
所
等
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
の
審
理
中
に
一
方
の
親
が
子
を
連
れ
て
国
外
に
転
居
す
る
と
、
そ
の
親
が
た
と
え
国
外
に
転
居

す
る
権
利
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
裁
判
所
に
よ
り
そ
の
権
利
が
取
り
消
さ
れ
て
他
方
の
親
に
監
護
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
、
裁

判
所
の
「
監
護
の
権
利
」
を
侵
害
し
た
も
の
と
し
て
法
二
七
条
三
号
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
事
案
に

お
い
て
国
外
へ
の
転
居
が
裁
判
所
の
「
監
護
の
権
利
」
を
侵
害
し
た
と
い
え
る
か
は
、
裁
判
所
に
係
属
し
た
申
立
て
の
性
質
、
内
容
、
審
理
経
過
等
を

総
合
的
に
考
慮
し
た
上
で
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」「
Ｘ
が
本
件
変
更
申
立
て
を
し
た
理
由
に
つ
い
て
み
る
と
、
Ｘ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
に

子奪取条約（いわゆるハーグ条約）上の「監護の権利」と裁判所の監護の権利

(阪大法学) 68 (3-289）771〔2018.⚙〕



提
出
し
た
平
成
二
六
年
一
一
月
○
日
付
け
宣
誓
供
述
書
…
…
に
お
い
て
本
件
転
居
条
項
の
削
除
を
求
め
て
は
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

前
記
認
定
の
と
お
り
「
Ｙ
と
子
が
平
成
二
六
年
六
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
帰
国
し
て
か
ら
、
な
ん
ど
も
Ｘ
と
子
と
の
交
流
に
つ
い
て
Ｙ
に
数
々
の
提
案

を
し
て
い
る
の
に
、
Ｙ
が
拒
否
し
、
合
意
が
成
立
し
な
い
。
子
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
定
住
し
て
い
る
の
で
、
本
件
転
居
条
項
は
意
味
が
な
い
。」
な
ど

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
本
件
転
居
条
項
は
不
要
に
な
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
削
除
を
求
め
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
宣
誓
供
述
書
を
全
体
と
し
て
み
る
と
、

専
ら
Ｘ
と
子
と
の
交
流
の
実
現
を
目
指
し
た
申
立
て
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
Ｘ
は
、
Ｙ
と
子
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
戻
っ
て
、
子
が

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
学
校
に
通
学
し
始
め
た
こ
と
を
平
成
二
六
年
八
月
に
知
っ
た
後
も
本
件
判
決
の
確
定
を
遮
断
さ
せ
る
た
め
の
手
続
を
取
ら
ず
、
同
年

九
月
○
日
に
本
件
転
居
条
項
を
含
む
本
件
判
決
を
確
定
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
上
、
本
件
判
決
の
確
定
以
降
、
同
年
一
一
月
二
一
日
に
本
件
変
更
申
立
て

を
す
る
ま
で
の
間
、
当
事
者
間
で
本
件
転
居
条
項
の
削
除
に
つ
き
話
し
合
い
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
も
考
慮
す
る
と
、
Ｘ
は
、
本
件
変
更
申
立
手
続

に
お
い
て
、
自
ら
が
十
分
に
子
と
交
流
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
望
ん
で
は
い
た
が
、
そ
れ
以
上
に
子
の
現
実
の
監
護
養
育
者
や
監
護
養
育
の
場
所
を
変

更
す
る
こ
と
等
を
求
め
て
争
っ
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」「
こ
の
よ
う
な
Ｘ
の
態
度
に
対
応
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
は
、
本
件
変

更
申
立
手
続
に
お
い
て
、
Ｘ
と
子
と
の
交
流
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
聴
聞
期
日
中
に
種
々
の
命
令
を
随
時
発
し
て
い
る
が
、
子
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
か
ら
の
出
国
を
禁
止
す
る
旨
の
命
令
や
出
国
に
つ
き
Ｘ
ま
た
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
の
同
意
を
要
す
る
旨
の
命
令
を
発
し
た
こ
と
は
な
く
、
Ｙ
が

本
件
連
れ
去
り
後
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
に
対
し
て
日
本
に
出
国
し
た
旨
を
報
告
し
た
際
に
も
特
段
の
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
し
、
そ
の
後
、
日
本

に
お
け
る
Ｘ
と
子
の
交
流
に
つ
い
て
は
本
件
判
決
の
と
お
り
と
す
る
旨
の
命
令
を
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
件
連
れ
去
り
当
時
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判

所
で
は
、
本
件
転
居
条
項
の
削
除
に
つ
い
て
特
段
の
審
理
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
の
聴
聞
期
日
に
お
い
て
Ｘ
の
滞
在
予
定
期
間
等
に
つ
い
て
議
論

は
さ
れ
て
は
い
る
が
、
Ｘ
は
Ｙ
の
宣
誓
供
述
書
に
対
す
る
反
論
の
宣
誓
供
述
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
せ
ず
、
期
限
経
過
後
も
宣
誓
供
述
書
を
提
出
し
な

い
ま
ま
、
聴
聞
期
日
の
変
更
を
求
め
、
変
更
後
の
聴
聞
期
日
に
取
下
げ
に
よ
り
手
続
き
を
終
了
さ
せ
て
い
る
。」「
こ
う
し
た
事
実
関
係
か
ら
す
る
と
、

Ｘ
が
本
件
転
居
条
項
の
削
除
を
求
め
た
の
は
、
Ｘ
と
子
と
の
交
流
に
つ
き
よ
り
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
審

理
経
過
に
照
ら
し
て
も
、
裁
判
所
が
監
護
権
を
審
理
し
、
実
質
的
に
子
の
監
護
養
育
の
主
体
や
監
護
養
育
の
場
所
等
が
争
点
に
な
っ
て
い
た
と
は
い
え

ず
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
が
「
監
護
の
権
利
」
を
有
し
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
連
れ
去
り
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
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判
所
の
「
監
護
の
権
利
」
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

第
二
審
：
抗
告
棄
却
（
大
阪
高
決
平
成
二
八
年
七
月
七
日
（
平
成
二
八
年
（
ラ
）
第
四
四
五
号
）
判
例
集
未
登
載
）

「常
居
所
と
は
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
に
お
い
て
創
出
さ
れ
た
事
実
上
の
概
念
で
あ
り
、
条
約
、
法
の
い
ず
れ
に
も
定
義
規
定
は
な
い
が
、
人
が

常
時
居
住
す
る
場
所
で
、
単
な
る
居
所
と
は
異
な
り
、
相
当
長
期
間
に
わ
た
っ
て
居
住
す
る
場
所
を
い
う
も
の
と
解
さ
れ
、
そ
の
認
定
は
、
居
住
年
数
、

居
住
目
的
、
居
住
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
す
べ
き
で
あ
る
。」「
Ｙ
は
、
離
婚
後
Ｙ
自
身
の
生
活
維
持
と
Ｘ
か
ら
受
け
る
子
の
扶
養
料
以
外
の
子

の
養
育
の
た
め
の
費
用
を
自
己
の
責
任
に
お
い
て
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
Ｙ
の
こ
れ
ま
で
の
就
労
経
験
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
就
労

先
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
企
業
を
選
択
し
、
…
…
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
入
国
し
た
と
推
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
入
国
当
時
、
就
労
先
で
の
就
労

期
間
は
短
期
間
し
か
保
障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
未
だ
永
住
す
る
意
思
が
あ
っ
た
と
ま
で
は
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
相
当
期
間
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
継
続
し
て
生
活
す
る
意
思
が
あ
り
、
そ
れ
は
本
件
連
れ
去
り
時
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
連
れ
去
り
時
に
お

け
る
子
の
常
居
所
地
国
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」「
本
件
記
録
に
よ
れ
ば
、
Ｙ
と
子
は
日
本
で
得
た
在
留
資
格
を
放
棄

し
て
お
ら
ず
、
Ｙ
の
雇
用
先
か
ら
の
メ
ー
ル
…
…
に
よ
れ
ば
、
雇
用
先
が
日
本
に
出
店
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
日
本
へ
の

出
店
の
時
期
、
方
法
等
は
具
体
的
か
つ
明
確
な
も
の
で
は
な
く
、
Ｙ
の
勤
務
先
が
日
本
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
は
認

め
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
Ｙ
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
入
国
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
入
国
前
に
子
が
入
学
す
る
プ
リ
ス
ク
ー
ル
の
準
備
を
し
、
入
国
す
る

と
す
ぐ
に
、
期
間
二
年
の
賃
貸
住
宅
を
賃
借
し
、
雇
用
先
か
ら
Ｅ
国
へ
の
転
勤
を
命
じ
ら
れ
る
と
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
社
員
と
な
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

留
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
相
当
な
期
間
に
わ
た
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
す
る
意
思
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
よ
れ

ば
…
…
本
件
連
れ
去
り
時
の
子
の
常
居
所
地
国
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
し
た
こ
と
は
相
当
で
あ
る
。」「
Ｙ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
入
国
後
三
ヶ
月
余
で
正
社
員

の
地
位
を
失
っ
た
の
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
記
録
に
よ
れ
ば
、
子
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
通
っ
て
い
た
○
○
に
な
じ
ん
で
い
な
か
っ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
Ｙ
は
、
上
記
の
と
お
り
、
雇
用
先
か
ら
命
じ
ら
れ
た
と
お
り
Ｅ
国
へ
転
勤
す
れ
ば
、
正
社
員
の
地
位
を
失
う
こ
と
は

な
か
っ
た
の
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
社
員
と
な
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
留
ま
る
こ
と
を
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
…
…
Ｙ
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
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社
員
と
し
て
の
雇
用
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
判
明
し
て
い
た
の
に
、
平
成
二
七
年
一
月
○
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
国
す
る
際
に
、
日

本
で
の
雇
用
先
を
確
定
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
子
が
日
本
で
入
学
す
る
教
育
機
関
の
準
備
を
し
た
形
跡
が
な
い
ば
か
り
か
、
子
が
…
…
退
学
す
る
た
め

に
は
通
常
一
ヶ
月
前
に
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
国
後
…
…
に
メ
ー
ル
で
退
学
す
る
旨
を
伝
え
た
に
す
ぎ
な
い

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
Ｙ
と
子
は
、
本
件
連
れ
去
り
よ
り
も
前
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
す
る
意
思
を
確
定
的
に

失
っ
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
…
…
な
い
。」

「Ｘ
が
、
平
成
二
六
年
一
一
月
○
日
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
に
対
し
、
本
件
転
居
条
項
の
削
除
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
Ｘ
と
子
の
ア
ク
セ

ス
の
内
容
の
変
更
を
求
め
る
本
件
変
更
申
立
て
を
し
た
こ
と
、
②
Ｙ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
で
本
件
変
更
申
立
手
続
が
進
行
中
の
平
成
二
七
年
一

月
○
日
に
、
子
を
連
れ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
日
本
に
出
国
し
た
こ
と
、
③
そ
の
間
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
で
本
件
転
居
条
項
を
含
め
て
事
件
の

審
理
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
が
子
に
対
し
て
「
監
護
の
権
利
」
を
有
し
て
い
た
可
能
性
が
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
認
定
に
よ
れ
ば
、
①
Ｘ
は
、
平
成
二
七
年
三
月
○
日
に
開
か
れ
た
第
七
回
聴
聞
期
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
か

ら
同
月
○
日
を
提
出
期
限
と
す
る
宣
誓
供
述
書
の
提
出
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
に
、
そ
の
書
面
を
期
限
ま
で
に
提
出
せ
ず
に
、
同
年
四
月
○
日
に
指
定

さ
れ
た
第
八
回
聴
聞
期
日
の
期
日
変
更
を
求
め
、
変
更
さ
れ
た
同
年
五
月
○
日
の
聴
聞
期
日
に
お
い
て
、
Ｙ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
内
に
居
住
し
て
い
な
く

て
も
、
期
日
に
出
頭
し
な
く
て
も
審
理
を
続
行
す
る
上
で
法
律
上
の
障
害
と
は
な
ら
な
い
の
に
…
…
、
Ｘ
は
、
本
件
変
更
申
立
て
を
取
り
下
げ
（
撤

回
）、
裁
判
所
も
そ
れ
を
許
可
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。」「
こ
れ
ら
一
連
の
経
過
等
に
照
ら
せ
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
が
子
に
対
し
て
「
監
護

の
権
利
」
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
こ
の
点
に
関
す
る
Ｘ
の
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

「Ｘ
は
、
…
…
本
件
変
更
申
立
手
続
に
お
い
て
、
本
件
転
居
条
項
を
削
除
す
る
か
否
か
に
関
し
て
審
理
を
し
て
い
た
の
に
、
原
審
が
、
本
件
変
更
申

立
て
は
、
ア
ク
セ
ス
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
の
誤
っ
た
事
実
認
定
を
し
て
決
定
を
下
し
て
い
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
す
る
。」「
Ｘ
の
本
件
変

更
申
立
て
に
お
い
て
、
本
件
転
居
条
項
の
削
除
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
件
変
更
申
立
手
続
に
お
い
て
、
本
件
転
居
条
項
の
削
除
も
審
理
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
の
子
に
対
す
る
「
監
護
の
権
利
」
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
っ

た
も
の
の
、
結
局
は
そ
れ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
の
「
監
護
の
権
利
」
を
侵
害
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
原
決
定
を
補
正
の
上
、
認
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定
説
示
し
た
と
お
り
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
Ｘ
の
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

「原
審
が
、
英
国
コ
モ
ン
ロ
ー
を
国
内
法
に
取
り
入
れ
て
い
る
諸
外
国
の
裁
判
例
の
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
裁
判
所
に
係
属
し
た
申
立
て
の
性
質
、

内
容
、
審
理
経
過
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
こ
と
は
正
当
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。」

【
評
釈
】

一

は
じ
め
に

平
成
二
六
年
四
月
一
日
に
日
本
で
「
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、「
子
奪
取
条
約
」
と
い
う
）
が
発
効
し
て
か

ら
、
四
年
近
く
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
外
務
省
領
事
局
ハ
ー
グ
条
約
室
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
九
年
三
月

三
一
日
ま
で
の
間
に
裁
判
所
に
同
条
約
に
基
づ
く
返
還
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
の
が
計
五
六
件
で
あ
り
、
う
ち
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
容
も
し
く
は
却
下

の
判
断
が
下
さ
れ
た
の
が
三
一
件
（
認
容
二
三
件
、
却
下
八
件
）
に
上
る
。
ま
た
、
平
成
三
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
、
相
次
い
で
最
高
裁
判
所
に
よ
り
同

条
約
に
か
か
る
決
定
が
二
件
下
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
日
本
で
は
家
庭
裁

判
所
の
審
判
や
決
定
を
定
期
的
に
公
表
す
る
媒
体
が
な
く
、
前
述
の
三
一
件
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
案
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
き
申

立
て
が
認
容
さ
れ
、
却
下
さ
れ
た
の
か
、
知
る
術
が
な
い(1
)。

な
お
、
本
件
は
子
奪
取
条
約
に
基
づ
く
返
還
請
求
が
却
下
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、
同
条
約
事
案
の
取
り
扱
い
の
困
難
さ
を
よ
く
表
し
て
い
る
事
案
で

も
あ
る
。
今
後
の
実
務
の
参
考
と
な
る
部
分
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
た
め
、
若
干
長
め
に
判
旨
を
紹
介
し
、
評
釈
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

子
奪
取
条
約
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
文
献
で
紹
介
検
討
さ
れ
て
い
る(2
)た

め
、
こ
こ
で
は
詳
細
な
紹
介
を
控
え
る
が
、
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、

子
の
国
境
を
越
え
た
連
れ
去
り
（
ま
た
は
留
置
）
に
対
し
て
、
そ
の
子
を
元
の
常
居
所
地
国
に
返
還
す
る
た
め
の
ス
キ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
る
条
約
で

あ
る
。
本
件
で
特
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
①
子
奪
取
条
約
に
お
け
る
常
居
所
の
認
定
、
お
よ
び
②
監
護
の
権
利
の
認
定
、
の
二
点
で
あ
っ
た
。
子
の

国
境
を
越
え
た
移
動
や
そ
の
地
で
の
留
置
が
、
子
奪
取
条
約
上
不
法
と
な
る
た
め
に
は
、
子
が
常
居
所
地
か
ら
連
れ
去
ら
れ
た
か
、
も
し
く
は
常
居
所

地
以
外
の
場
所
に
留
め
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
と
な
る
（
条
約
四
条
、
実
施
法
二
条
三
号
、
四
号
）。
つ
い
で
、
当
該
連
れ
去
り
や
留
置
が
、
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子
の
元
の
常
居
所
地
国
法
（
こ
の
法
に
は
国
際
私
法
も
含
ま
れ
る
）
に
従
い
、
い
ず
れ
か
の
者
（
個
人
の
み
な
ら
ず
機
関
が
主
体
に
な
る
こ
と
も
あ

る
）
が
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る
「
監
護
の
権
利
」
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
（
条
約
三
条
、
実
施
法
二
条
六
号
）。
し
た
が
っ
て
、
本
件

で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
本
件
で
の
子
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
日
本
へ
の
移
動
が
、
条
約
上
「
不
法
な
連
れ
去
り
」
と
認
定
さ
れ
る
か
否
か

と
い
う
、
ま
さ
に
入
口
の
問
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
な
お
、
評
釈
者
の
見
解
に
お
い
て
は
、

地
裁
、
高
裁
い
ず
れ
の
決
定
に
つ
い
て
も
結
論
理
由
と
も
疑
問
が
あ
る
。

二

常
居
所
に
つ
い
て

常
居
所
地
と
は
、
人
が
相
当
期
間
居
住
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
地
の
こ
と
を
い
う(3
)。

こ
の
概
念
は
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
の
作
成
す
る
条
約
に

お
い
て
、
法
律
概
念
で
あ
る
「
住
所
」
に
代
え
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
事
実
概
念
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
は

純
粋
に
事
実
的
な
概
念
と
い
う
よ
り
も
、
法
解
釈
の
対
象
と
な
る
概
念
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る(4
)。

子
奪
取
条
約
に
お
け
る
常
居
所
に

つ
い
て
も
、
そ
の
認
定
は
「
居
住
年
数
、
居
住
目
的
、
居
住
状
況
等
諸
要
素
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
個
別
具
体
的
に
」
な
さ
れ
る
と
さ
れ
る(5
)。

常

居
所
の
認
定
は
、
子
の
連
れ
去
り
が
そ
も
そ
も
あ
っ
た
か
否
か
を
決
定
す
る
非
常
に
重
要
な
基
準
で
も
あ
る
が
（
例
え
ば
本
件
で
も
仮
に
Ｙ
の
主
張
す

る
よ
う
に
常
居
所
が
日
本
で
あ
っ
た
と
さ
れ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
連
れ
去
り
自
体
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
）、
上
述
の
よ
う
に
、
そ
の
認
定
は

個
別
具
体
的
な
判
断
が
要
請
さ
れ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
判
断
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
り
や
す
い(6
)。

こ
の
点
、
子
奪
取
条
約
締
約
国
に
お
い

て
も
統
一
的
な
判
断
が
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
法
域
に
よ
っ
て
、（
一
）
親
の
意
思
基
準
モ
デ
ル
、（
二
）
子
を
中
心
と
し
た
モ
デ
ル
、（
三
）

折
衷
モ
デ
ル
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
指
摘
も
さ
れ
る(7
)一

方
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
子
の
社
会
へ
の
統
合
が
最
重
視
さ
れ
る
か
の
よ

う
な
説
明
も
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る(8
)。

本
件
二
審
判
断
が
、
一
審
判
断
よ
り
も
常
居
所
概
念
に
つ
き
事
実
的
概
念
性
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
読
め

る
点
、
ま
た
、
客
観
的
事
情
に
よ
り
重
き
を
置
い
た
よ
う
に
見
え
る
一
審
の
判
断
と
、
よ
り
親
の
主
観
的
事
情
に
重
き
を
置
い
た
よ
う
に
読
め
る
二
審

の
判
断
の
違
い
な
ど
、
常
居
所
を
巡
る
概
念
に
つ
い
て
判
断
の
相
違
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
確
か
に
「
子
の
」
常
居
所
が
い
ず
れ

の
国
に
あ
る
の
か
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
子
自
身
が
ど
の
程
度
関
連
国
に
関
係
を
有
し
て
い
る
か
を
最
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
際
、

判例研究
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親
（
あ
る
い
は
実
質
的
に
子
を
監
護
す
る
者
）
の
意
思
や
居
住
状
況
も
全
く
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
な
い
と
も
言
い
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
特
に

子
の
年
齢
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
、
そ
れ
ら
の
者
の
意
思
の
考
慮
度
合
い
は
大
き
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
件
事
案
の
よ
う
に
小
学
校
に
入
る
か

入
ら
な
い
か
程
度
の
年
齢
の
子
に
つ
い
て
は
、
そ
の
居
住
地
へ
の
統
合
の
深
さ
を
測
る
に
せ
よ
、
関
連
性
を
検
討
す
る
に
せ
よ
、
事
実
上
当
該
子
を
監

護
し
て
い
る
親
の
事
情
や
意
思
を
考
慮
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
念
頭
に
置
け
ば
、
本
件
事
案
で
は
、
確
か
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
一
旦
日
本
に
入
国
す
る
前
の
同
意
判
決
に
お
い
て
、
子
の
日
本
へ
の
転
居
が
合
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
直
後
の
時
点
で

は
一
審
の
判
断
に
お
け
る
よ
う
に
、
日
本
が
常
居
所
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
Ｙ
の
行
動
か
ら
見
る
に
、
少
な
く
と
も
あ
る

程
度
の
期
間
日
本
で
は
な
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
子
の
連
れ
去
り
時

の
常
居
所
と
認
定
し
た
裁
判
所
の
判
断
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三

監
護
の
権
利
の
認
定
に
つ
い
て

そ
れ
で
は
同
じ
く
連
れ
去
り
(も
し
く
は
留
置
)が
条
約
上
「
不
法
」
で
あ
っ
た
か
否
か
を
決
定
す
る
基
準
と
な
る
「
監
護
の
権
利
」
の
認
定
に
つ
い

て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
子
奪
取
条
約
に
お
け
る
「
監
護
の
権
利
」
に
つ
い
て
は
、
子
の
元
の
常
居
所
地
国
法
に
よ
り
そ
の
存
否
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
条

約
三
条
）。
こ
れ
ら
を
本
件
に
照
ら
し
て
考
え
て
み
る
と
、
本
件
で
は
、
子
の
元
の
常
居
所
地
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
る
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い

て
は
、
子
の
監
護
に
関
す
る
問
題
に
つ
き
国
際
私
法
規
則
が
明
文
で
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
英
国
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
る
こ
と
と
な
る(9
)。

そ
の
判
断
基
準
と
な
る
英
国
に
お
い
て
は
、
子
の
監
護
に
つ
い
て
は
子
の
国
籍
に
関
わ
ら
ず
法
廷
地
法
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ

る
と
さ
れ
る(10
)。

従
っ
て
、
こ
の
場
合
、「
監
護
の
権
利
」
の
判
断
に
際
し
て
よ
る
べ
き
法
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
と
な
る
。

そ
の
一
方
で
条
約
自
身
が
「
監
護
の
権
利
」
の
定
義
と
し
て
「
子
の
監
護
に
関
す
る
権
利
、
特
に
子
の
居
所
を
決
定
す
る
権
利
を
含
む
」（
条
約
五

条
ａ
号
）
と
の
規
定
を
有
し
て
お
り
、
条
約
上
の
「
監
護
の
権
利
」
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
子
の
元
の
常
居
所
地
法
に
よ
り
「
監
護
権
」
や
「
親
権
」

に
相
当
す
る
権
利
が
残
さ
れ
た
親
等
に
与
え
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
条
約
上
の
「
監
護
の
権
利
」
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の

子奪取条約（いわゆるハーグ条約）上の「監護の権利」と裁判所の監護の権利
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点
、
い
か
な
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
条
約
上
の
「
監
護
の
権
利
」
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い(11
)。

し
か
し
、
少
な

く
と
も
そ
の
判
断
に
際
し
て
子
の
居
所
決
定
権
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
こ
と
に
は
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
ほ
ぼ
異
論
が
な
い
よ
う
で
あ
る(12
)。

本
件
一
審
二
審
と
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
下
さ
れ
た
同
意
判
決
に
お
い
て
Ｘ
と
Ｙ
と
の
共
同
監
護
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
Ｙ
に
対
し
て
は
子
を
日

本
そ
の
他
法
域
に
自
由
に
転
居
さ
せ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
を
も
っ
て
Ｘ
に
は
条
約
上
の
「
監
護
の
権
利
」
が
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

こ
の
点
の
判
断
も
、
条
約
の
適
用
上
正
当
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

続
い
て
、
本
件
で
は
裁
判
所
の
「
監
護
の
権
利
」
の
有
無
が
問
題
と
さ
れ
た
。
裁
判
所
の
「
監
護
の
権
利
」
と
は
、
子
の
監
護
に
関
す
る
裁
判
が
係

属
中
で
あ
る
場
合
に
、
裁
判
所
に
暫
定
的
に
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
権
利
で
あ
り(13
)、

コ
モ
ン
ロ
ー
の
国
に
お
い
て
特
に
未
婚
の
父
が
監
護
権
を
裁
判

所
で
争
っ
て
い
る
間
に
、
母
親
が
子
を
連
れ
去
っ
た
場
合
の
「
不
法
性
」
の
認
定
を
解
消
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
権
利
と
さ
れ
る(14
)。

裁
判
所
に
「
監
護
の
権
利
」
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
当
該
裁
判
に
お
い
て
、
条
約
上
の
「
監
護
の
権
利
」
が
争
わ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
単
に

面
会
交
流
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
と
さ
れ
る(15
)。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
「
監
護
の
権
利
」
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
た
の
は
、
本
件
二
審
も
言
及
す
る
、
二
〇
〇
〇
年
に
貴
族
院
に

よ
り
下
さ
れ
た
Re
H
（
A
M
inor）（
A
bduction：
Rights
ofCustody）
事
件(16
)で

あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
父
親
が
申
し
立
て
た
後
見
人

指
定
の
申
し
立
て
が
係
属
中
に
、
母
親
が
子
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
連
れ
去
っ
た
事
件
に
か
か
る
判
断
を
示
し
た
同
判
決
で
は
、
父
親
の
申
し
立
て
が
条

約
上
の
「
監
護
の
権
利
」
を
含
む
も
の
で
あ
れ
ば
裁
判
所
の
監
護
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、
そ
の
具
体
的
な
判
断
に
お
い
て
、
子
の
住
む
場
所
を

決
定
す
る
権
利
が
争
わ
れ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
の
決
め
手
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る(17
)。

さ
ら
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
裁
判
所
に
監
護
の
権
利

を
認
め
る
に
値
す
る
手
続
き
と
し
て
、
子
が
一
緒
に
住
む
者
を
自
分
に
変
更
す
る
よ
う
に
す
る
申
立
て
、
子
の
国
外
へ
の
連
れ
去
り
を
制
限
す
る
申
立

て
、
親
責
任
に
か
か
る
申
立
て
、
子
の
連
れ
去
り
を
禁
止
す
る
命
令
と
同
じ
効
力
を
有
す
る
命
令
に
か
か
る
申
立
て
、
さ
ら
に
、
子
が
海
外
に
連
れ
去

ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
い
か
な
る
手
続
き
も
、
裁
判
所
に
監
護
の
権
利
を
認
め
る
に
値
す
る
手
続
き
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る(18
)。

本
件
一
審
二
審
は
そ
れ
ぞ
れ
、
上
述
の
貴
族
院
判
例
を
基
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
の
「
監
護
の
権
利
」
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

判例研究
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付
け
は
若
干
異
な
る
。
一
審
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
手
続
き
に
お
い
て
は
、
Ｙ
に
子
と
と
も
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
の
国
に
転
居
す
る
こ
と
を
自

由
に
認
め
る
転
居
条
項
の
削
除
が
求
め
ら
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
目
的
が
実
効
的
な
面
会
交
流
の
確
保
で
あ
っ
た
と
し
て
、
裁
判
所
の
監
護

の
権
利
の
成
立
を
認
め
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
二
審
で
は
、
ま
ず
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
手
続
き
が
、
本
件
連
れ
去
り
後
に
Ｘ
に
よ
り
取
り
下

げ
ら
れ
、
そ
の
後
に
返
還
裁
判
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
事
実
を
も
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
が
監
護
の
権
利
を
「
有
し
て
い
る
と
は
い
え
」
な
い
と

し
、
そ
の
上
で
、
一
審
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
の
監
護
の
権
利
を
認
め
な
か
っ
た
判
断
を
支
持
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
そ
も
そ
も
日
本
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
裁
判
所
の
監
護
の
権
利
を
条
約
の
枠
組
み
で
認
め
る
べ
き
か
否
か
問
題
と
な
り
得
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
点
、
日
本
と
同
じ
く
大
陸
法
系
の
法
制
度
を
有
し
、
か
つ
国
内
法
上
は
か
か
る
制
度
を
認
め
て
い
な
い
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
条
約
の

文
言
上
、
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
法
が
裁
判
所
の
監
護
の
権
利
を
認
め
て
い
る
場
合
に
は
、
当
然
認
め
る
べ
き
と
し
た
判
例
も
あ
り
、
学
説
上
も

こ
れ
を
認
め
る
見
解
が
多
数
で
あ
る
よ
う
で
あ
る(19
)。

日
本
に
お
い
て
も
、
自
国
に
な
い
制
度
で
あ
る
か
ら
と
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
監
護
権
の
成
立

を
認
め
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
こ
の
点
、
一
審
、
二
審
の
判
断
に
賛
成
し
た
い
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
条
約
上
の
監
護
の
権
利
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
基
準
時
で
あ
る
。
こ
の
基
準
時
は
子
の
連
れ
去
り
が
あ
っ
た
時

点
で
あ
る
べ
き
で
あ
り(20
)、

そ
の
後
に
子
の
元
の
常
居
所
地
国
で
訴
え
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
返
還
裁
判
時
点
で
監
護
の
権
利
が
裁
判

所
に
あ
る
か
否
か
を
問
う
べ
き
で
は
な
い(21
)。

仮
に
申
立
人
が
主
観
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
的
と
し
て
提
起
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
手
続
き
に
お
い
て
、
子
の
居
所
決
定
権
に

か
か
る
問
題
が
争
点
と
し
て
争
わ
れ
て
い
る
場
合
や
、
子
の
居
所
決
定
に
か
か
る
命
令
が
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
条
約
上
の
監
護
の
権

利
が
裁
判
所
に
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
手
続
き
に
お
い
て
、
転
居
条
項
の
削
除
が
少
な
く
と
も
争
点
の
ひ
と

つ
と
し
て
現
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
連
れ
去
り
時
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
裁
判
所
に
監
護
の
権
利
が
あ
っ

た
と
言
え
る
事
例
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る(22
)。
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四

終
わ
り
に

本
件
一
審
二
審
の
各
判
断
に
は
、
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
理
由
付
け
や
結
論
に
疑
問
を
感
じ
る
。
他
方
、
裁
判
所
も
当
事
者
も
極
め
て
短
い
時

間
に
多
岐
に
わ
た
る
問
題
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
困
難
さ
も
本
件
か
ら
は
伺
え
る
。
本
件
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
た
常
居
所
の
概
念
や
子
奪
取
条

約
上
の
監
護
の
権
利
の
概
念
は
、
未
だ
検
討
す
べ
き
問
題
点
が
数
多
く
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
、
条
約
に
関
す
る
議
論
を
深
め
る
た
め
に
も
、

積
極
的
な
子
奪
取
条
約
事
案
の
公
表
を
願
い
た
い
。

(1
)
本
件
は
当
事
者
お
よ
び
代
理
人
の
ご
好
意
で
評
釈
の
た
め
に
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
よ
う
や
く
評
釈
と
し
て
の
公
表
が
で
き
た
稀

な
例
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
す
と
と
も
に
心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
本
件
を
嚆
矢
と
し
て
、
日
本
で
も
一
件
で
も
多
く
子
奪
取
条
約
に

か
か
る
事
案
の
公
表
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

(2
)
例
え
ば
、
同
条
約
及
び
日
本
の
条
約
実
施
法
に
つ
い
て
詳
解
し
た
も
の
と
し
て
、
金
子
修
編
集
代
表
『
一
問
一
答
・
国
際
的
な
子
の
連
れ

去
り
へ
の
制
度
的
対
応

ハ
ー
グ
条
約
及
び
関
連
法
規
の
解
説
』（
商
事
法
務
・
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。

(3
)
金
子
編
集
代
表
前
掲
注
（
⚒
）、
二
六
頁
。

(4
)
な
お
、
戸
籍
実
務
で
の
常
居
所
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
一
〇
月
二
日
法
務
省
民
二
第
三
九
〇
〇
号
民
事
局
長
通
達
（
基
本
通

達
）
で
示
さ
れ
て
い
る
基
準
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
同
通
達
や
日
本
の
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
（
以
下
、
通
則
法
と
す
る
）
に
お
け
る
常

居
所
地
の
概
念
に
つ
い
て
詳
細
は
「
注
釈
国
際
私
法
第
二
巻
」
二
七
五
頁
以
下
（
有
斐
閣
・
二
〇
一
一
年
（
国
友
明
彦
））
を
参
照
。

(5
)
金
子
編
集
代
表
前
掲
注
（
⚒
）、
二
六
頁
。
ま
た
西
谷
祐
子
判
批
戸
籍
時
報
七
七
〇
号
四
九
頁
も
参
照
。

(6
)
な
お
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
の
作
成
し
た
条
約
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
常
居
所
の
定
義
は
さ
れ
て
い
な
い
。

(7
)
Rhona
Shutz,T
he
H
ague
Child
A
bduction
Convention-
A
criticalA
nalysis,H
art,2013,pp.186-195
;Ilija
Rum
enov,

D
eterm
ination
ofthe
Child’s
H
abitualResidence
according
to
the
Brussels
IIbis
Regulation,2013
PravniLetopis
57
(2013),

pp.71-75.

(8
)
M
üK
oBGB/H
eiderhoff,7.A
ufl.2018,K
indEntfÜ
bk
A
rt.3
Rn.14

(9
)
A
PPLICA
T
IO
N
O
F
EN
GLISH
LA
W
A
CT
,SEC.3(1)
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(10
)
D
icey,M
orris
and
Collins,T
he
Conflict
of
Law
,15th
eds.V
ol.2,19-005

(11
)
Schutz.op.cit.,pp.147-157,Low
e
and
N
icholls,InternationalM
ovem
entofChildren,Law
,Practice
and
Procedure,2nd

ed.,2016,19.42-19.100

(12
)
金
子
編
集
代
表
前
掲
注
（
⚒
）
二
七
頁
、
Low
e
and
N
icholls,op.cit.,at
19.63

(13
)
Schutz,op.cit.,p.152-153

(14
)
Schutz,op.cit.,p.152

(15
)
Schutz,op.cit.,p.152.
た
だ
し
、
面
会
交
流
が
争
わ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
手
続
き
中
に
出
国
を
禁
止
す
る
条
項
が
あ
っ
た
り
、
裁
判

所
の
許
可
な
く
出
国
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
条
項
が
含
ま
れ
た
面
会
交
流
命
令
が
下
さ
れ
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
の
監

護
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
と
も
さ
れ
る
Low
e
and
N
icholls.19.85
note
132

(16
)
[2000]
2
A
C
291,[2000]
1
FLR
374,H
L,IN
CA
D
A
T
H
C/E/U
K
e
268

(17
)
Low
e
and
N
icholls,op.cit.,19.88

(18
)
Low
e
and
N
icholls,op.cit.,19.92-93

(19
)
M
üK
oBGB/H
eiderhoff,7.A
ufl.2018,K
indEntfÜ
bk
A
rt.3
Rn.3
;Siehr,IPRax
2005,526
;O
LG
M
ünchen
IPRax
2005,

550

(20
)
条
約
三
条
、
実
施
法
二
六
条
、
二
七
条
の
条
文
上
こ
の
点
は
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(21
)
注
（
19
）
で
引
用
し
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
裁
判
所
の
監
護
の
権
利
を
子
奪
取
条
約
上
の
監
護
の
権
利
と
認
め
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
高
等
裁
判

所
の
判
例
に
か
か
る
評
釈
に
お
い
て
も
、
監
護
の
権
利
が
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
る
時
点
は
遅
く
と
も
相
手
方
に
監
護
の
権
利
に
か
か
る
申
立
て

が
送
達
さ
れ
た
時
点
で
あ
り
、
当
該
申
立
て
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
間
に
裁
判
所
の
許
可
な
く
さ
れ
た
連
れ
去
り
を
条
約
上
の
違
法
な
連

れ
去
り
と
考
え
る
べ
き
と
指
摘
す
る
（
Siehr,IPRax
2005,527-528）。
ま
た
、
連
れ
去
り
後
に
な
さ
れ
た
監
護
に
関
す
る
申
立
て
に
よ
り
、

裁
判
所
の
監
護
の
権
利
を
認
め
、
遡
っ
て
連
れ
去
り
時
に
裁
判
所
の
監
護
の
権
利
の
侵
害
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
と
し

て
Siehr,
IPRax
2005,
528
お
よ
び
Paul
Beaum
ont/
Peter
M
cEleavy,
T
he
H
ague
Convention
on
International
Child

A
bduction,O
xford,1999,p.56

(22
)
な
お
、
監
護
の
権
利
が
い
つ
ま
で
子
の
元
常
居
所
地
国
裁
判
所
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
（
連
れ
去
り
時
に
あ
る
の
み
で

子奪取条約（いわゆるハーグ条約）上の「監護の権利」と裁判所の監護の権利

(阪大法学) 68 (3-299）781〔2018.⚙〕



は
不
十
分
で
、
返
還
申
立
て
時
点
に
お
い
て
も
裁
判
所
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
）
と
の
点
に
つ
い
て
、
高
裁
は
返
還
申
立
て

時
点
に
お
い
て
も
必
要
と
す
る
見
解
に
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
判
断
が
最
終
的
に
本
件
事
案
に
お
け
る
子
の
返
還
を
要
し
な
い
と
の

判
断
を
左
右
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
家
裁
決
定
、
高
裁
決
定
を
読
む
限
り
、
当
事
者
間

で
特
に
争
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
極
め
て
厳
し
い
時
間
の
制
約
の
あ
る
中
で
の
判
断
で
あ
る
と
は
い
え
、
当
事
者
に
と
っ
て
不
意

打
ち
と
も
い
う
べ
き
判
断
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
審
理
の
適
切
さ
に
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。

本
稿
は
平
成
三
〇
年
度
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
課
題
番
号
一
六
Ｈ
〇
三
五
五
〇
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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